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１ 学年の概要について 
（１） 職員紹介 

組 担  任 教 科 部 活 動 

学年主任 竹内 圭佑 理 科 ソフトテニス（女子） 

１ 組 古田 純一 数 学 バスケットボール（男子） 

２ 組 伊藤  萌 国 語 水泳 

３ 組 長谷川和彦 社 会 サッカー 

４ 組 藤田 明子 英 語 美術、家庭 

５ 組 加藤 優花 英 語 陸上競技 

副担任・進路 須浪  慎 数  学 剣道、水泳 

副 担 任 木全 美香 美  術 美術 

９  組 本望 貴穂 英  語 バレーボール 

 

（２） 教科担任 

学級 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 体育 技術 家庭 英語 

１組 

伊藤 
長谷川

髙橋 

古田 

竹内 

岩城 

水野 

木全 

榊原聖 

堂園 井村 

加藤 
２組 須浪 千葉 

秋風 ３組 古田 

水野 
藤田 

４組 須浪 

５組 古田 榊原聖 加藤 

 

（３） 本校の教育目標 

     校訓  

誠実 … 礼儀正しく、協力し合う生徒 

勤勉 … 勤労と責任を重んじ、自ら進んで学ぶ生徒 

健康 … 心や体を鍛え、たくましく生きぬく生徒 

（４） 学年目標 

『互いを尊重し合い、粘り強く、主体的に考え、行動できる学年』 

◎ 他者を認め、高め合える生徒の育成（誠実） 
 ・ 他者を認め、友達だけでなく、さまざまな仲間と関わり合える集団としていく。 
 ・ 自分のことだけでなく、他者のために力を発揮しようとする意識を高める。 
 ・ お互いが関わり合うことで、切磋琢磨し合える関係づくりをしていく。 
◎ 主体的に考え、行動できる生徒の育成（勤勉） 
・ あいさつ、返事、言葉遣いなどの基本的な生活習慣を身に付ける。 
・ 自己の役割を自覚し、自律的に活動できるように意識を高める。 

 ・ 最高学年であることを自覚し、集団（学校、部活、委員会）をリードしていく。 
◎ 自ら学び、成長しようとする生徒の育成（健康） 
 ・ 自己を見つめ、集団の中での自分の役割や責任を自覚することで、自己のよさ・

苦手を認めていき、よりよい自分に近づこうとする意識を高める。 
 ・ 困難なことにもあきらめずに立ち向かっていけるたくましさを培う。 
 ・ 将来について考え、自己の適性を踏まえた進路決定を行う。 
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２ 学習について

◆基本方針

◆重点的に取り組ませていること

１ 授業を大切にして学習内容を理解しよう

① 始業のチャイムを着席して聞く。 （チャイム２分前着席の習慣化）

② 授業に集中し、先生の話や友だちの考えをよく聞く 。

ノートはしっかりと書く。

疑問点や自分の考えを積極的に発言する。 （目と耳と心で聞く姿勢づくり）

③ 各授業において、タブレット端末を利用して、学びを深める。
（個別最適な学び・協働的な学び）

① タブレット端末を毎日持ち帰り、家庭学習や学習課題等に活用する。また、持ち物は
Googleclassroomで確認し、忘れ物をしないように、前日までに準備する。

（自立への第一歩）

⑤ 宿題は期限までに取り組んで提出する。 （ 〃 ）

⑥ 自己管理の下、教科書等の教材を学校に置いていってもよい。
次の日の予定を踏まえ、教材を持ち帰るか、学校へ置いていくかを考える。

（ 〃 ）

２ テストで学習内容の定着を確かめる。

〇定期テスト…１期テスト（ 6/24.25.26） 9教科 ２期テスト（9/24.25）5教科
３期テスト（11/14.15.18） 9教科 ４期テスト（2/14.17）５教科

〇実力テスト… 第１回９月3日(火) 第２回11月１日(金) 第３回１月8日(水)
〇教研式全国標準の診断的学力検査、教研式新学年別知能検査 4月８～1０日実施済み

・テスト結果の個表「学習の記録」を、テスト実施後に配付します。
・各教科の得点、得点合計、学年平均点、学年順位などをお知らせします。

３ 家庭での予習・復習を習慣化し、授業の学習内容を定着させよう

① 学習計画を立て、見通しをもつ。（学習目標を立て、達成するための手立てを考える。）
② 毎日、決まった時間、+-決まった場所で勉強する。 （ながら勉強…×）
③ 予習・復習をし、授業に臨む。 （苦手克服が成績アップのカギ）

４ 毎日の読書タイムで文字から世界を広げよう

○毎朝８：２５に黙想をしてから１０分間読書をし、読解力・表現力の充実を図るととも
に、落ち着いて学校生活が始められるようにする。
（読む本は各自で用意する。学級文庫、学校図書館、公共図書館の本なども可。）

◇◆◇ご家庭にお願いしたいこと◇◆◇

① 授業に集中力をもって取り組める生活リズムを。

夜型の生活や寝不足は、学習だけでなく、心身の成長にも悪影響を及ぼします。

また、朝食を毎日摂らせてください。

② 家庭での学習の習慣化に向けてご支援を。

自分から進んで学習に取り組めるよう「ほめる」ことを心がけてください。

自己肯定感を高める指導は、学校でも取り組んでいきます。

③ 市から貸与されているタブレット端末の管理や使い方のルールを守り、大切に扱うよ

うご指導をお願いします。

④ 卒業後の進路について語り合える環境を整えてください。

Ⅰ．基礎・基本の定着

Ⅱ．学習習慣の確立
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３ 生活について                                               

  中部中学校生活スローガン 

「目配り、気配り、心配りのできる中部中生」 

 ◆日常生活 

   ・基 本………挨 拶：大きく・明るく・元気よく・自分から 

          礼 節：姿勢・返事・言葉遣い 

          自主性：自ら考え行動 

   ・身なり………頭髪、制服、名札、ベルト、靴下、靴など（生徒カードのＱＲコード参照） 

・持ち物………記名する。きちんと管理をする。貸し借りをしない。 

   ・時 間………登校時刻（8：２５）までに着席。 

   ・持ち物………不要物（お金、菓子類、雑誌類、携帯電話など）は持ってこない。 

   ・提出物………期限を守る。名前を記入する。 

 

 

 

 

 

 ◆交通安全（自分の身は自分で守る） 

   ・通 学………時間に余裕をもって、交通安全に留意する。 

   ・自転車………ヘルメット、カギ、通学路、二人乗り厳禁、自転車改造厳禁、並列運転禁止 

          自転車通学者以外の自転車の準備 

→自転車通学者以外の生徒でも、教育活動の一環として、校外に実習に出かける場合が

あります。ヘルメット、カギの準備をお願いします。 

 

◆教育相談 
                 
   ・６月と１１月に教育相談を実施し、学級担任が生徒全員と個人懇談を行います。 

   ・教育相談アンケートや若あゆ日記、日常の会話を通じて随時相談を実施します。 

 

 ◆保護者の皆様へのお願い 

   ・起床、登校、帰宅、就寝の時間など、生活リズムを整えさせてください。 

   ・生徒同士での物やお金の貸し借り、夜間の外出はさせないようにしてください。 

   ・携帯電話やスマートフォン、パソコン等の管理、家庭でのルールの確認をお願いします。 

使用時間や SNSの使い方、外部との接触によって、トラブルの原因となることがあります。 

・家庭で将来について語るなど、常に前向きに生活できるよう支援をお願いします。 

   ・生徒自身で善悪の判断ができるよう、家庭でのご協力をお願いします。 

 

◆学校への連絡 

何か気になることや変わったことがありましたら、学校へ連絡してください。 

中部中 ５５－３９００ 

  （ 平日 ７：４５ ～ １７：３０ が電話対応時間帯になります。） 

 

 

〇 身なり（頭髪、服装等）がいつも正しい状態になるようお願いします。 

〇 日頃から整理整頓を意識させ、提出物や私物の管理ができるようお願いします。 

※ ◆日常生活 に記載されている内容は、身に付くまで繰り返し指導していきます。 

保護者の方にご協力いただき、来校していただくこともあります。 
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4 保健について

◆欠席･遅刻連絡
（１）tetoru等で８：１５までに保護者の方から学校へご連絡ください。
（２）通院や寝過ごしなどで遅刻した場合には、生徒は必ず職員室の学年担当の職員に連絡してか

ら教室に行くように指導しています。

◆保健室の利用
（１）保健室での休養は、原則１時間です。

回復しない場合は、早退して治療するように指導しています。

（２）早退する場合は、原則として保護者の方による迎えをお願いします。また、必ず連絡が
つく連絡先をお知らせください。

◆体育の授業の見学手続き

保護者の方がメモ用紙等に見学理由を明記の上、サインをお願いします。
保護者記入・サイン → 本人 → 学級担任 → 本人 → 授業担当者

◆スポーツ振興センターの手続き
（１）学校管理下における災害で医療機関を利用した場合「スポーツ振興センター」の医療費支

給の対象となります。
（２）医療費の給付は、初診から治癒までの総医療費が5,000円以上のものが対象となります。

（担当：養護教諭）

◆給食指導

（１）配膳時には白衣・帽子・マスクを着用します。白衣等使用後の洗濯・アイロンがけについ
てご協力をお願いいたします。

（２）給食開始前、終了後に係が配膳台・教卓の消毒を行います。
（３）献立内容のうち、アレルギーなどで食べられない食材については、担任にお知らせください。
（４）給食をカットする場合は、カットする日の３日前（土日祝含まず）までに担任に電話でお知

らせください。

◆清掃指導
（１）火曜日・水曜日・金曜日の授業終了後、全員で清掃に取り組みます。環境を整えるとともに、

分担された役割をきちんと果たせるよう指導しています。

（２）通常の清掃以外にも、学期の最後には大掃除、年度末にはワックスがけを行います。

◆スクールカウンセラー・生活支援員・スクールソーシャルワーカー

（１）スクールカウンセラー 釜村 早苗

・毎週月曜日に北館3階のカウンセリングルームにて相談活動を実施します。
（本年度は木曜日にも実施することがあります。）

・生徒だけでなく、保護者の方との相談も行います。
（相談には予約が必要です。担任に申し出てください。）

（２）生活支援員 小林 培男（相談室・サブクラス） 田岸 紀代美（特別支援）

・生徒達の状況に応じて、学校生活を円滑に行うための支援活動を行います。

・学校生活上の不安や悩みについて、第三者的な立場で相談を受けます。

（３）スクールソーシャルワーカー 西戸 菜緒

・毎週金曜日に北館3階のカウンセリングルームにて相談活動を実施します。
・福祉の専門性をもち、児童・生徒の最善の利益を保障する専門職です。
・日常生活での課題を解決するための支援を行います。
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５　会計について                           
　今年度の学年会計事務を以下の要領で行いますので、ご協力をよろしくお願いします。

　◆集金日（銀行からの引き落とし）

月 日 月 日 月 日 月 日

4月 なし 5月 13日（月） 6月 10日（月） ７月 ５日（金）

８月 なし ９月 5日（木） 10月 １０日（木） １１月 ８日（金）

１２月 １０日（火） １月 ７日（火） ２月 １０日（月） 3月 ３日（月）

　◆集金額（引き落とし金額）……毎月 １２,０００円前後

  【内訳】 ・給食費 前月分（290円×食数）

・学年費（教材費等）

・９、10月のみ卒業アルバム代（5,000円ずつ計10,000円集金予定）

※ 何らかの理由で口座振替ができなかった時は、現金で集金します。

お知らせの封筒をお子さんにお渡しします。その封筒に現金を入れて担任までご提出ください。

※ 保護家庭として認定されているご家庭は、給食費の引き落としがありません。

　　◆年度当初に購入する主な副教材

教科 発行所名 価格

国語 新学社 630

国語 東京法令出版 430

社会 研究ノート　公民 秀学社 600

社会 浜島書店 710

社会 基本から発展へ　公民　 正進社 490

数学 数学のリープ 好文 595

理科 学宝社 370

理科 学宝社 370

理科 正進社 580

音楽 音楽の基本ワーク２・３年（下） 新学社 460

保健 大日本図書 510

技術 ハンドノート　エネルギー変換に関する技術 正進社 290

英語 明治図書 680

英語 英語パーフェクトノート 学宝社 260

英語 確認から発展へ 学宝社 510

《上記以外で学年費からの支出予定のもの例》

・ＰＴＡ会費　 　・生徒会費　　  ・若あゆ日記　 　 ・実力テスト ・体力テスト

・スポーツ振興会掛金　　・技術家庭科,美術科などの教材費　　・入試対策テキスト　等

確認から発展へ　知多版　後期

図　書　名

新・基礎の学習

新・英語のワーク　リスニング付き

漢字練習ノート

確認から発展へ　知多版　前期

保体ノート３

毎日の復習

新しい公民
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６ 進路指導について                               
 

■１ 自分を「生かす」生き方を見つけよう 

      進路を決めるということは、自分の「生き方を決める」ということです。 

 ① これからの人生を、生きていくための能力を養うために学ぶ学校を決めたり、生活をし

ていくための（できれば生きがいになる）仕事を見つけたりすること。 

 ② 自分の良さを生かせる環境（場所）、または、生かしてくれる環境を見つけるというこ

と。 

   「生きる力」は自分の努力だけでなく、周りの環境（人間関係を含む）によって大きく変わるも

のです。ただし、努力によって環境を変えることも可能です。それは、心構えを変えることでも

あります。 

 

■２ 第１希望をたくさん見つけよう 

      進路希望先をいくつか決めますが、最終的には１つに決定します。 

「第２希望、第３希望になったらどうしよう」ではなく、第２希望 

や第３希望も、その進路先の良さを知り、第１希望と同様に「行き 

たい進路先の１つ」として目標にしていきましょう。 

 

■３ 体験入学・高校見学について 

実際に体験・見学に行くことは、資料を見るたけでは知り得ない情報がたくさんあります。受験

の可能性がある学校には、体験・見学に参加するようにしましょう。受験校決定時期もありますの

で、１１月中までに体験入学を行うようにしましょう。 

 ○公立高校は、多くの学校が夏休み中（７・８月）に行われます。 

※ 希望する学校の体験日が、重複する場合もあります。 

※ 一部、９月以降に行う学校もあります。 

○私立高校・専修学校は、公立高校と異なり、９月以降の土日で複数回行う学校が多くあります。 

※ 体験入学としてではなく、「学校見学会」または「入試説明会」として行われる場合が多いです。 

○申込方法 

中学校に届いた体験入学の案内は、その都度に配付します。希望する学校の申込は、学級備付の

『参加申込用紙』に必要事項を記入し、提出期限までに、学級担任まで提出してください。 

※ 申し込んだ体験には、責任をもって参加してください。（他の用事を入れないでください。） 

 

■４ 入試制度が変わりました 

   公立高校の入試制度が大きく変わりました。昨年度の進路説明会で説明させていただきましたが、

詳しくは進路説明会の資料を見てください。また、今年度に入ってから新たに分かった情報につい

ては、進路だより「MUGEN！」に載せさせていただきます。進路だよりを是非ご覧ください。 

 

【保護者の皆様へ】 

○期限を厳守してください。（進路希望調査、体験入学申込、Web 出願の登録・お金の振込など） 

○Web 出願の登録操作でお困りな点がありましたら、須浪まで連絡してください。 

○本人の希望と、保護者の希望が食い違わないように、十分に話し合ってください。 

○進路先（受験）となる可能性がある場所へ、本人に必ず訪問させ、以下のことを確認しておいて

ください。（体験入学・職場体験など） 

・進学の場合、①進学先からどのような進路があるのか。（さらに３年後も見据える。） 

         取得可能な資格について。 

        ②通学にどのくらい時間がかかるか。（遠いほど、自宅学習や部活の時間が少なくなります。） 

・就職の場合、①自分に何ができて、何ができないのか。 

         求人は少ないが、どんな仕事を希望するのかをはっきり答えられるように。 

        ②通勤可能な範囲を考えておく。（電車・自転車・１６才以上で原動機付き自転車など） 

○推薦は、「３年間の生活状況」「学習成績」等から総合的に判断します。 
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７．卒業生の進路動向について（令和３年度～令和５年度） 

国公立高校 学科 ３ ４ ５ 私立高校 学科 ３ ４ ５ 

知多翔洋 総合 9 16 12 愛知 普通    

常滑 普通 4 10 8 愛工大名電 普通 1 2 1 

セ・ク  3 1 情報・科学  2  

横須賀 普通 9 14 13 愛み大瑞穂 普通 1 1 2 

東海南 普通 8 21 22 商業 1 1  

東海樟風※１ 総合情報 7 2 6 菊華 普通  1 1 

阿久比 普通 11 5 5 享栄 普通  1  

半田 普通 2 10 9 商業・機械  1  

半田工科 ロ・機・電 2 5 5 啓明学館 普通 1   

建・都  2 4 商業  1  

半田農業 農業科学 1 2  至学館 普通 1   

施設園芸    商業 1 1  

食品科学   1 大同大大同 普通 2 4  

生活科学 1  1 工業  2 1 

半田商業 全 1 3 2 中京大中京 普通  2  

大府 普通   1 東海 普通  1  

生活文化 1 1 1 東海学園 普通  1  

東浦 普通  1  東邦 普通 2 1  

内海 普通    同朋 普通 3  3 

武豊 普通  2  音楽    

旭丘 普通 2 1  名古屋 普通  1 1 

明和 普通 1 1  名古屋大谷 普通 1 1  

千種 普通 1   商業 1 1  

愛知商業 全  2  名経大市邨 普通 1  2 

瑞陵 普通 4  2 名経大高蔵 普通 1 1 2 

松蔭 普通 1 5  名古屋工業 工業 1  1 

昭和 普通 1 1 1 名女大 普通   2 

名古屋西 普通 2 1  名古屋たちばな 
※２ 

普通    

熱田 普通 4 2 1 工業 1  3 

中村 普通 4 2  名城大附 普通 2 4 2 

名古屋南 普通  1 4 総合 1   

名古屋工科 全   2 星城 普通  1 2 

桜台 普通  1 1 清林館 普通  1 1 

山田 普通 1 1 3 日本福祉大付 普通 4 3 1 

西陵 総合  2 2 その他（県外含む） 3 4 5 

市立工芸 全  2  小計 29 39 30 

その他（高専・県外含む） 1 4 4      

小計 78 123 111 専修学校 学科 ３ ４ ５ 

    名古屋工学院 普通・電気 2 3 4 

全日制以外 学科 ３ ４ ５ 東海工業 機械・建築 2   

横須賀（夜間） 普通 1 2 1 山本学園 ファ・調理・ICT  2  

市立中央（昼間） 普通 1   名古屋調理師 調理師 1  2 

刈谷東（昼間） 普通 1  2 あいちビジネス 総合ビジネス 1   
その他（公立通信含む） 2  2 名古屋情報 情報処理  1 1 

特別支援学校 高等部 1   あいち造形 デザイン  1  

就職    ユマニテク 総合 1 1 1 

無業等 1 4 2 クラーク 総合  2  

小計 7 6 7 愛知芸術 総合 2   

※１東海樟風は令和４年度に東海商業から学校
名を変更しました 

※２名古屋たちばなは令和６年度から 
愛産大工業から学校名が変更になります 

その他（通信制・サポート含む） 6 9 12 

小計 15 19 20 

卒業生総数 129 187 168 
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